
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単元名 「１０よりおおきいかず」 
    令和４年９月２２日（水）１校時 第１学年 ５名（男子４名 女子１名） 

単元名 「長方形と正方形」 
    令和４年９月２２日（水）１校時 第２学年 １名（女子１名） 

１ 単元について 

〇 学習指導要領での位置づけ 

第１学年 A 数と計算 

（１）数の構成と表し方に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 （ア）ものとものとを対応させることによって、ものの個数を比べること。 

 （イ）個数や順番を正しく数えたり表したりすること。 

 （ウ）数の大小や順序を考えることによって、数の系列を作ったり、数直線の上に表したりすること。 

 （エ）一つの数をほかの数の和や差としてみるなど、ほかの数と関連付けてみること。 

 （オ）２位数の表し方について理解すること。 

 （キ）数を、十を単位としてみること。 

 （ク）具体物をまとめて数えたり等分したりして整理し、表すこと。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること 

 （ア）数のまとまりに着目し、数の大きさの比べ方や数え方を考え、それらを日常生活に生かすこと。 

（２）加法及び減法に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 （エ）簡単な場合について、２位数などについても加法及び減法ができることを知ること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること 

 （ア）数量の関係に着目し、計算の意味や計算の仕方を考えたり、日常生活に生かしたりすること。 

１ 単元について 

〇 学習指導要領での位置づけ 

第２学年 B 図形 

（１）図形に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア）三角形、四角形について知ること。 

（イ）正方形、長方形、直角三角形について知ること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること 

（ア）図形を構成する要素に着目し、構成の仕方を考えるとともに、身の回りのものの形を図形として捉えること。 

〇 指導の系統と指導する算数用語・公式等 

〇 指導の系統と指導する算数用語・公式等 

 前学年・前単元 本単元 次学年・次単元 

単元名 １年「なかまづくりとかず」 １年「１０よりおおきいかず」 １年「おおきいかず」 

内容 

・１～１０の数の数え方 

・１～１０の数字の読み

方、書き方 

・１０までの数の構成 

・数の大小や系列 

・４０までの数の構成と表

し方 

・数の大小や系列 

・数直線の活用 

・１２０程度までの数の構

成と表し方 

・数の大小や系列 

・数の構成による加法、減

法 

用語 

公式等 

・集合数と順序数 

・１つの数をほかの数の和

や差として考える 

・１０といくつ 

・１０がいくつ 

・「かずのせん」 

・何十といくつ 

・１０のまとまり 

 

 前学年・前単元 本単元 次学年・次単元 

単元名 １年「かたちづくり」 ２年「長方形と正方形」 ３年「三角形と角」 

内容 

・平面図形の構成、分解 

・三角形、四角形の素地 

・平面図形を構成する要素

（辺、頂点） 

・三角形、四角形の概念、性

質 

・直角の概念 

・長方形、正方形、直角三角

形の概念、性質、かき方 

・長方形、正方形、直角三角

形の敷き詰め 

・二等辺三角形、正三角形

の概念、性質、かき方 

・角の概念の素地 

・合同な三角形の敷き詰め 

用語 

公式等 

・「さんかく」「しかく」 ・「三角形」「四角形」 

・「へん」「ちょう点」「かど」 

・「直角」 

・「長方形」「正方形」「直角

三角形」 

・「二等辺三角形」 

 「正三角形」 

・「角」「角の大きさ」 

 

〇 本単元で育てたい資質・能力 
数のまとまりに着目しながら、数範囲を１０から４０まで拡張し、１０を超えた数について大き

さの比べ方や数え方を考え、日常生活に生かす力を育てたい。 
 

〇 本単元で育てたい資質・能力 
辺、頂点、角といった図形の構成要素に着目し、図形の意味や性質について考える力、及び考え

ようとする態度などを育てたい。 

２ 児童の実態 

 令和４年度 チャレンジテスト等結果（S サポート問題①、チャレンジテスト１学期末問題） 

領域項目 A 数と計算 B 図形 C 測定・データの活用 

学級正答率 ７３．３   

観点項目 知能及び技能 思考力・判断力・表現力等 

学級正答率 ７３．３ ７３．３ 

 
 本学級の児童は、学力の差がかなり大きい。学習の前提として、文章をすらすら読める児童がいる
反面、平仮名をゆっくり逐次読みができるようになった児童、平仮名をほとんど読むことができない
児童もいる。数に関しても、一桁の数を「７」とすぐ読むことができる児童もいれば、「１、２、３、
…、６、７。７です。」と毎回数えなければならない児童もいる。集中力にも差があるため、必要な時
に百玉そろばんを使って考えさせる、支援員・TT の活用など、児童に応じた対応を行ってきた。 
 考え方を発表する際は、指名順を考慮したり、問い返しをしたり等、全員が学習に向かえるような
工夫をしている。 
 本単元の指導にあたっては、具体的に数を正確に数える活動を通して、数のまとまりに着目させ、
１０のまとまりの個数と端数と捉え、説明することのできる児童を育てたい。 

令和４年度学力テスト結果 

算数 NRT 結果 

領域項目 A 数と計算 B 図形 C 測定・データの活用 

全国正答率 ６６．３ ７３．３ ６８．３ 

学級正答率 ６７．０ ８３．０ ８３．０ 

観点項目 知能及び技能 思考力・判断力・表現力等 

全国正答率 ７５．０ ５２．８ 

学級正答率 ８１．０ ６１．０ 

 
 本学級の児童は既習の内容を生かして自分なりの解決方法を見つけるまで取り組み、自分の考えを
文章を用いて記述したり、発表したりすることができる。ただ、自分の考えを相手に過不足なく伝え
るための手段・方法、意識が課題である。そのため、教科書や教師の考えと比較したり、キーワード
として算数用語を用いて考えたりするよう指導してきた。 
 本単元の指導にあたっては、図形の用語を実際の図をもとに正確に理解させ、それぞれの図形の条
件に、個々の図形が適合するかしないかをはっきりと判断し、適合する理由を算数用語を使ってわか
りやすく説明することのできる児童を育てたい。 

学習指導案 猿払村立知来別小学校 教諭 菊池 大  支援員 木上 琴生 

２ 児童の実態 
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３ 研究仮説に対する手立て 

仮説① 

『主体性』 

・本時の課題が明確になるような問題を与えることで、主体的に考え

たり、発表したりしやすくする。 

仮説② 

『言語活動の充実』 

・単元を通して、「１０といくつ」の考え方に取り組むことで、「１０

といくつ」の考え方をつかって説明できる力を付ける。 

仮説③ 

『学び合い・個の支援』 

・TT や支援員を活用し、学力差に対応した授業を行う。 

・学び合いや問い返しを用いて全員参加の授業にすることで、全員に

学習内容を定着させる。 

・ひらがなでの記述を苦手としている児童のために、黒板やタブレッ

トを活用し、自分の考えを文章化できるようにする。 

 

３ 研究仮説に対する手立て 

仮説① 

『主体性』 

・児童自身が分別した図形に対し、理由を説明する学習を繰り返すこ

とで、学習の方法に慣れさせ、主体的に取り組ませる。 

仮説② 

『言語活動の充実』 

・辺や頂点、直角などに着目して図の分別をしたり、分別した理由を

説明したりすることで、算数用語を活用できる力を付ける。 

仮説③ 

『学び合い・個の支援』 

・一人学年のため、担任がもう一人の意見を演じることで、多様な考

えから考えたり、説明したりする必然性を付ける。 

 

４ 単元の目標 

（１）４０までの数について、個数の数え方や数の読み方、書き方、数の構成や大小などを理解し、

４０までの数を数え数字を読んだり書いたり、２０までの数の構成を加法や減法の式に表すこと

ができる。 

（２）１０のまとまりに着目し、４０までの数の数え方や読み方、書き方を考え、言葉やブロックな

どを用いて表現したり、数の構成や奇襲の計算を活用して、２０までの数の繰り上がりや繰り下

がりのない加減計算の仕方を考え、言葉やブロックなどで表現したりすることができる。 

（３）数の構成を活用して数の数え方や加減計算の仕方を考えた過程や結果を振り返り、そのよさや

楽しさを感じながら学ぼうとすることができる。 

４ 単元の目標 

（１）三角形や四角形、直角、長方形、正方形、直角三角形の意味や性質を理解するとともに、紙を

折って直角を作ったり、長方形や正方形などを作図したりすることができる。 

（２）辺や頂点など図形を構成する要素に着目し、三角形や四角形、長方形や正方形などの特徴を見

いだし、説明することができる。 

（３）身の回りにあるものの形の中から、三角形や四角形、長方形や正方形などを見つけ図形として

とらえ、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気づき今後の生活や学

習に活用しようとすることができる。 

５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

①個数や順番を正しく数えた

り表したりすることができる。 

②数の大小や順序を考えるこ

とによって、数の系列を作った

り、数直線の上に表したりする

ことができる。 

③一つの数をほかの数の和や

差としてみるなど、ほかの数と

関連付けてみることができる。 

④数を、十を単位としてみるこ

とができる。 

⑤具体物をまとめて数えたり

等分したりして整理し、表すこ

とができる。 

①数のまとまりに着目し、数の

大きさの比べ方や数え方を考

え、それらを日常生活に生かし

ている。 

①数に親しみ、算数で学んだこ

とのよさや楽しさを感じなが

ら学ぼうとしている。 

 

５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

①三角形が３本の直線で囲ま

れた形であることなど三角形

について知っている。また、四

角形について知っている。 

②直角や正方形、長方形、直角

三角形について知っている。 

③紙を折って、直角や正方形、

長方形、直角三角形を作ること

ができる。 

④格子状に並んだ点などを用

いて、正方形、長方形、直角三

角形を作図することができる。 

①直線で囲まれた図形につい

て、他の図形との比較によって

分類し、三角形や四角形などの

特徴を見致している。 

②四角形について、角や辺に着

目し分類し、正方形や長方形な

どの特徴を見いだしている。 

①身の回りの正方形、長方形、

直角三角形が、日常生活でどの

ように活用されているのか調

べようとしている。 

②正方形、長方形、直角三角形

で平面を敷き詰める活動を楽

しみ、できる模様の美しさや平

面の広がりに気づいている。 
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６ 指導と評価の計画（全１０時間） ・…指導に生かす評価  〇…記録に残す評価 

時 目  標 学習活動 
おもな評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 態 度 

◇1 １０よりおおきいかず 

１ 
〔プロローグ〕p.36 を見て、さらさんとあつとさんの拾ったどんぐりの数を数え、既習を確認する。 

 ２０までの数の数え

方、唱え方を理解する。 

・どんぐりの数が１０個より多いと

いう見通しを持ち、実際に数える。 

・１０と３で「じゅうさん」と読み、

「１３」と書くこと、１０と６で「じ

ゅうろく」と読み、「１６」と書くこ

とを確認する。 

・１位数を、他の２つの数の和として

みたことをおさえ、「１０といくつ」

という見方を確認する。 

・２０までの数を数え、数詞を唱え

る。 

知技① 

知技③ 

 態度① 

２ 
 ２０までの数の読み

方、書き方を理解する。 

・あめや卵の数を数える。 

・１０と９で１９、１０と１０で２０

と書き表す。 

・下段の図をみて、２０までの数を読

んだり書いたりする。 

知技① 

知技③ 

思判表①  

３ 
 ２０までの数の数え方

の理解を深める。 

・１０といくつになっている卵の数

を数える。 

・トマトやヨーグルトの数を、工夫し

て数える。（５とび、２とび） 

・折鶴の数を、１０のまとまりをつく

って数える。 

・バス停に人が並んでいる絵を見て、

２０までの数の順序数について考え

る。 

知技④ 

知技⑤ 

思判表①  

４ 
 ２０までの数の構成を

理解する。 

・２０までの数の分解について、ブロ

ックによる操作活動などを通して数

で表す。 

知技③ 思判表①  

５ 
本時 

 数直線を知り、数直線

で数が表せることや、２

０までの数についての大

小や系列を理解する。 

・図を見て、カエルやネコ、ウサギの

跳んだ距離と位置を調べ、数直線上

の動物の位置を数で表す。 

・すごろくと数直線の共通点、相違点

を考え、数直線の特徴や性質を確認

する。 

知技②   

６ 
・数直線を手がかりにして、２０まで

の数の大小を考える。 

・数直線を手がかりにして、２０まで

の数の系列を考える。 

・数直線を見ながら、基準の数との大

小、方向などを考える。 

・２とびで唱えたり、大きい数から小

さい数の順に唱えたりする。 

知技② 思判表①  

◇2 かずとしき 

７ 
 ２０までの数の構成を

和や差でとらえ、１０と

１位数の加法とその逆の

減法をすることができ

る。 

・数の構成（１０といくつ）に基づい

て、１０＋５などの式に表す。 

・数の構成（１０といくつ）に基づい

て、１５－５などの式に表す。 

・１０と１位数の加法とその逆の減

法の計算の仕方を考える。 

知技③ 思判表①  

８ 
 ２０までの数の構成を

和や差でとらえ、１２＋

３、１５－３などの計算

ができる。 

・２０までの数について、その数の構

成に着目して、１２＋３や１５－３

などの式に表し、計算の仕方を考え

る。 

知技③ 思判表①  

◇3 ２０よりおおきいかず 

９ 
 ４０までの数の数え

方、読み方、書き方を理解

する。 

・写真を見て、数を数える。 

・２０と３で「にじゅうさん」と読み、

「２３」と書くことを確認する。 

・２０と６で２６と書き表す。 

・１０が３個で「さんじゅう」と読み、

「３０」と書くことを確認する。 

・３０と４で３４と書き表す。 

・４０までの数について、数え棒の数

を数えたり、カレンダーの数を読ん

だりする。 

知技③ 

知技④ 

 態度① 

まとめ 

10 
 評価テスト ・評価テストに取り組む。 知技① 知技② 

知技③ 

思判表①  

 

６ 指導と評価の計画（全１１時間） ・…指導に生かす評価  〇…記録に残す評価 

時 目  標 学習活動 
おもな評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 態 度 

◇1 三角形と四角形 

１ 
〔プロローグ〕p.133 のパズルを使い、p.104 に示されたいろいろな形を作り、それらの形について気づいたことを発表することを通して、

平面図形に親しむとともに、三角や四角の形について調べるという単元の課題を設定する。 

 辺や頂点の数に着目し

て図形を分類する活動を

通して、三角形、四角形の

意味や性質を理解する。 

・辺や頂点の数に着目して、パズルの

各ピースを仲間分けする。 

 思判表①  

２ 
・「三角形」「四角形」の意味や性質を

理解する。 

・用語「辺」「頂点」を知る。 

知技①   

３ 
 図形を弁別する活動な

どを通して、三角形、四角

形についての理解を確実

にする。 

・三角形、四角形を弁別する。 

・格子点を直線で結んで、三角形や四

角形などの基本図形を構成する。 

知技① 

知技④ 

思判表①  

◇2 長方形と正方形 

４ 
 直線の意味を知り、身

の回りから直角を見つけ

ることができる。 

・身の回りから四角形の形をしたも

のを探す。 

・紙を折って直角を作る。 

・操作を通して、平角を２等分した形

を「直角」ということを知る。 

・身の回りから直角を探す。 

知技②  態度① 

５ 
本時 

 長方形を構成要素に着

目してみることを通し

て、長方形の意味や性質

を理解する。 

・長方形とそれ以外の四角形を分別

する。 

・すべてのかどが直角であることに

着目する。 

・「長方形」の意味や性質をまとめる。 

・長方形を弁別する。 

知技② 思判表②  

６ 
 正方形を構成要素に着

目してみることを通し

て、正方形の意味や性質

を理解する。 

・不定形の紙を折って長方形を作る。 

・長方形の紙を折ってはみだした部

分を切り取って正方形を作る。 

・すべてのかどが直角で、すべての辺

の長さが等しいことを知る。 

・「正方形」の意味や性質をまとめる。 

・正方形を弁別する。 

知技② 

知技③ 

思判表②  

７ 
長方形、正方形を対角

線で分割してできた三角

形を、構成要素に着目し

て見ることを通して、直

角三角形の意味や性質を

理解する。 

・長方形、正方形を対角線で分割して

できた形について考える。 

・「直角三角形」の意味や性質をまと

める。 

知技② 

知技③ 

  

８ 
 方眼を利用した長方

形、正方形、直角三角形の

かき方を、方眼の仕組み

や図形の性質に着目して

考え、作図することがで

きる。 

・方眼を利用して、指定された長方

形、正方形、直角三角形を作図する。 

知技② 

知技④ 

思判表②  

まとめ 

９ 
 単元の学習の活用を通

して事象を数理的にとら

え論理的に考察し、問題

を解決する。 

〔いかしてみよう〕 

・身の回りから長方形や正方形の形

をしたものを探す。 

・合同な長方形や直角三角形などを

使って敷き詰め模様を作る。 

 思判表① 態度① 

態度② 

10 
 学習内容の定着を確認

するとともに、数学的な

見方・考え方を振り返り

価値づける。 

・「たしかめよう」に取り組む。 

・「つないでいこう算数の目」に取り

組む。 

知技② 

知技④ 

 態度② 

11 
 評価テスト ・評価テストに取り組む。 知技① 

知技② 

知技④ 

思判表① 

思判表② 
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７ 本時の学習 

（１）本時の目標 

   数直線を知り、数直線で数が表せることや、大小を調べることができることを理解する。 

７ 本時の学習 

（１）本時の目標 

   長方形を構成要素に着目してみることを通して、長方形の定義を理解する。 

（２）本時の展開 

第１学年   第２学年 

指導上の留意点・評価規準

（評価方法） 
学習内容 直接指導 学習内容 

指導上の留意点・評価規準

（評価方法） 

・図や百玉そろばんを活用

し、「１０といくつ」を視覚的

にとらえさせる。【仮説②】 

・書画カメラで映し、解答・

解説を行う。 

評価 

一つの数を１０といくつと

して考えることができる。

（知技③問題） 

１ あいさつ 

２ Ｐ４１の６の問題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振

り

返

り

5

分 

導

入 

５

分 

１ あいさつ 

 

２ 問題提示 

 

 

 

 

 

 

 

３ 個人解決 

・ （長方形とそれ以外に分ける） 

 

４ 課題提示 

 

 

 

・直角について自分から着目

させるため、長方形とそれ以外

の四角形を分別させる問題か

ら扱う。（正方形を含めない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・この時点では、長方形をいく

つか見落としていてもよしと

する。 

・数直線の特徴や良さがより

わかるよう、教科書よりもす

ごろくの数の並びを複雑化

して与える。【仮説①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・かずのせんは、すごろくの

数字をまっすぐに伸ばした

物であることを確認する。 

３ 問題提示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・すうじがおおきいから、うさぎが１い。 

 ・ならびがぐちゃぐちゃしてて、わかりづらい。 

 ・すうじがまっすぐ、ぴんとならんでいたらいいのに。 

  

 

 ○ 上記の線を、かずのせんと呼ぶことを知る。 

 

４ 課題提示 

 

 

 

導

入

10

分 

展

開

10

分 

５ 個人思考 

 〇 今回、何に注目して長方形とそれ以外に分けたのかを 

書く。 

   ・かどの形が直角になっているかどうかでわけた。 

   ・三角定規（または折った紙）を使ってみると、○お も 

確かにかどが直角になっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

・説明の際、算数用語を使うよ

う働きかける。（仮説①②） 

 

 

 

 

 

 「かずのせん」では、かずが、どんなじゅんばんに 

ならんでいる？ 

 これらの四角形を、２つのなかまに分けよう。

 四角形をなかま分けするときは、 

どこにちゅうもくする？ 

 ・かえる、ねこ、うさぎはどこまですすみましたか？ 

 ・だれが１いですか？ 

知来別小-13- 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１学年   第２学年 

指導上の留意点・評価規準

（評価方法） 
学習内容 直接指導 学習内容 

指導上の留意点・評価規準

（評価方法） 

 

 

 

評価 

数直線をつかって位置を説

明することができる。（知技

②発言・ワークシート） 

５ 個人活動 

 〇 すごろくと同じところに動物を貼る。 

 

 

 

  ・かえるは１のところで、ねこは１２のところ。 

  ・うさぎはこっちだね。 

 

 

 

  ・かえるが１い、ねこが２い、うさぎが３い。 

  ・ぎゃくだよ。うさぎが１い、ねこが２い、かえるが３い。 

  ・かずのせんのほうがわかりやすい！ 

 

展

開

10

分 

展

開

15

分 

６ 図形の定義について深める 

 〇 直角を含む台形○き を新たに加え、 

なかま分けをする。 

   ・○き は全部のかどが直角になっていないから、こっち 

（長方形）の仲間じゃない。 

   ・○き は２つは直角だから、どっちの仲間でもないかも。 

   ⇒ということは、こっち（長方形）の仲間は、４つの 

かどがみんな直角になっている。 

 

 

 

 

・本時では、長方形の性質（向

かい合った 2 組の辺の長さが

等しい）については取り立てて

扱わない。次時の正方形と長方

形を比較する中で、「辺の長さ」

という観点に気づかせたい。 

・直覚を含む台形について、教

師が対立意見を出すことで、長

方形につながる考えの確認を

促す。（仮説③） 

 

評価 

長方形について知り、分別する

ことができる。（知技②発言） 

・イメージは簡易的なジャム

ボード。考えを共有しながら

活動を進められるようにす

る。【仮説③】 

・支援を要する児童は担任や

TT がついて考えをまとめさ

せる。【仮説③】 

・紙に書かれている内容を様

問い返しつつ、説明させる。

【仮説③】 

７ 個人思考 

 ○ かずのせんでは、数がどのように並んでいるか、 

  見つけたきまりを、プリントに書いて順次黒板に貼る。 

  ・数がまっすぐに並んでいる。 

  ・０からはじまっている。 

  ・０から 1 つずつ大きくなっている。 

  ・右に行くと数が大きくなっている。 

展

開

10

分 

ま

と

め

5

分 

７ まとめ 

 〇 四角形の仲間分けの際、何に注目すればいいのか 

まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・直角に注目でも可。算数用語

を使ってまとめさせる。【仮説

②】 

・穴埋めについては、全体で

どんな言葉が入るか考える。

それから自分の考えを選択

して書かせる。 

評価 

数直線の特徴や性質を理解

している。（知技②まとめ） 

７ まとめ・個人思考 

 〇 かずのせんはどうして順位がわかりやすいのかという 

観点でまとめる。 

 

 

 

 

   ・かずがまっすぐにならんでいる 

   ・みぎにいくとかずがおおきくなる 

 などが答えられるとよい。 

 

８ 次時予告 

   かずのせんを使って、どっちの数字が大きいか比べる 

ことを伝える。 

ま

と

め 

10 

分 

振

り

返

り

10

分 

８ 習熟問題 

 〇 P１１０の２の問題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 次時予告 

   次回も四角形の仲間分けをすることを伝える。 

 

 

 

 

 

評価 

四角形について、角に着目し分

類し、長方形の特徴を見いだし

ている。（思判表②問題・説明） 

 

 

 「かずのせん」では、かずが、 

  みぎにいくとおおきく なっている。 

 

 四角形をなかま分けするときは、 

  かどの形 にちゅうもくする。 

 ・かえる、ねこ、うさぎはどこまですすみましたか？ 

 ・だれが１いですか？ 

知来別小-14- 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）板書計画 

  １年生 

  ２年生 

知来別小-15- 



（４）ワークシート 等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）ワークシート 等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知来別小-16- 



 

知来別小-17- 


